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広報あぐい　２００８年７月１５日号

１　現在使用中の保険証の有効期限は７月３１日です。
　　８月１日から使用できる新しい保険証を、７月中旬から下旬にかけて配達記録郵便で送付します。
　※　配達記録郵便は、受け取るときに押印または署名が必要となります。配達時に不在の場合は、郵便
受けに案内が入りますので、半田支店へ再配達の依頼をしていただくか、直接受け取りに行っていた
だくことになります。

２　半田支店での留置期間（案内に記載されている期間）を越えると、保険証は役場保険課に返還されま
す。その場合は、役場保険課の窓口で引き渡しますので、有効期限が過ぎた保険証を持参してください。
３　保険証の色が、水色から桜色に変わります。
４　氏名などの文字が大きくなります。
５　保険証は有効期限を過ぎると使用できません。８月１日以降に医療機関などで受診される場合は、必
ず新しい保険証を提示してください。
　※　有効期限を過ぎた保険証は、役場に返却してください。

平成２０年７月まで平成２０年８月以降
平成１９年度住民税
（平成１８年中所得）

平成２０年度住民税
（平成１９年中所得）

基 準 と な る
収 入 の 期 間

同一世帯の被保険者と７０歳～７４歳の方同一世帯の被保険者負 担 割 合 の
判 定 対 象 者

住民税の課税所得が１４５万円以上
●　判定対象となる方が一人でも上記に該当すると、世帯の被保険者は全員３割となり
ます。
●　平成１８年８月に導入された、住民税の課税所得が１４５万円以上２１３万円未満の方に対
する経過措置は、７月で終了します。

負担割合が３割
となる基準額

次のいずれかに該当し申請をした場合、翌月から１
割に変更
①同一世帯に他の判定対象者がいない方・・・被保
険者本人の収入が３８３万円未満

②同一世帯に他の判定対象者がいる方・・・同一世
帯の後期高齢者医療被保険者の収入の合計額が
５２０万円未満
●　平成１８年８月に導入された収入が３８３万円以上
４８４万円未満の方（上記の②に該当する場合は５２０
万円以上６２１万円未満）に対する経過措置は、７
月で終了します。

次のいずれかに該当し申請をした
場合、翌月から１割に変更
①同一世帯に他の判定対象者がい
ない方・・・被保険者本人の収
入が３８３万円未満
②同一世帯に他の判定対象者がい
る方・・・同一世帯の後期高齢
者医療被保険者の収入の合計額
が５２０万円未満

基準額収入額
適 用 申 請

新たに導入される経過措置
同一世帯の被保険者が一人で、３割負担となる方で、同一世帯の前期高齢者（７０歳～
７４歳）の方を含む収入が５２０万円未満の方

〈対象者〉

　１カ月の自己負担限度額が次のように軽減されます。
・外来のみ　４４,０００円⇒１２,０００円
・外来＋入院　約８０,０００円（※１）⇒４４,４００円
※１　掛かった医療費の総額により、加算があります。
●　負担割合は３割です。
●　平成２２年７月までの経過措置です。

〈内　容〉

後期高齢者医療制度（長寿医療制度）の 
保 険 証 を 更 新 し ま す 
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□問い合わせ先　保険課医療年金係　�（４８）１１１１（内２５７）


